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警告／注意表示の意味

警告表示

分解･落下／装着時／配線時
本製品を、分解して修理や改造はしないでください。故障や発火のお
それがあります。
製品を落下させたり、異常な振動・衝撃を与えたりしないでくださ
い。製品の故障、焼損の可能性があります。
電源ユニットやCPUユニット、I/Oユニットなど各ユニットを接続す
るときは、ユニット間コネクタを結合後、上下のスライダをカチッと
音がするまでスライドさせて、確実にロックしてください。
据え付け工事の際には、必ずD種接地（第 3種接地）をしてください。
特に電源ユニットの LG端子とGR端子を短絡した場合には、感電防
止のため必ずD種接地（第 3種接地）をしてください。
参照マニュアルに示すとおり正しく配線してください。配線、スイッ
チなどの設定を十分確認してから通電してください。
配線は、圧着端子を付けてください。より合わせただけの電線を直
接、端子台に接続しないでください。
ケーブルを無理に曲げたり、引っ張ったりしないでください。ケーブ
ルのコード部に重いものを載せないでください。断線するおそれがあ
ります。
端子台、コネクタは装着位置を十分確認してから、装着してくださ
い。端子台、増設ケーブルなどロック機構のあるものは、必ずロック
していることを確認してからご使用ください。
出荷時からユニット上部に防塵ラベルが貼ってある場合は、通電前に
必ずラベルを外してください。放熱できず、誤動作の可能性がありま
す。
パソコンとCPUユニットを接続する際には、パソコンの電源プラグを
ACコンセントから抜いておいてください。また、パソコンに FG端
子がある場合は、電源ユニットのGR端子と同電位になるように接続
してください。パソコンとコントローラとの間に電位差が発生し、故
障や誤動作の原因になる可能性があります。
出力ユニットやスレーブで極性のある外部電源に逆電圧を加えないで
ください。コントローラの動作に関係なく逆電流が流れ、接続された
機器を壊すおそれがあります。

電源設計時／電源投入時／電源OFF時
出力ユニットやスレーブは、最大定格を超える電圧の印加および負荷
接続をしないでください。
電源投入時には突入電流が発生します。外部回路のヒューズやブレー
カを選定される際は、溶断・検知特性や上記内容をご考慮の上、余裕
を持った設計を行ってください。突入電流仕様については参照マニュ
アルを参照してください。
システム内で使用する電源ユニットは、参照マニュアルに記載されて
いる電源ユニットの定格供給容量を超えない範囲で使用してくださ
い。運転停止や誤動作が発生したり、電源断時に必要なデータが正し
くバックアップされなかったりする可能性があります。
NJシリーズCPUラックと増設ラックも含めて、NJシリーズ電源ユ
ニットを使用してください。CJシリーズ電源を使用したり、NJシ
リーズ電源をCJシリーズCPUユニットと組み合わせたりすると動
作しません。

耐電圧試験時にスイッチで全電圧を印加または遮断すると、発生する
インパルス電圧により、電源ユニットが破損することがあります。印
加電圧は試験機のボリュームで徐々に変化させてください。
絶縁抵抗および耐電圧試験時は、電源ユニットの L1端子、L2 端子と
GR端子間に電圧を印加してください。
AC電源にインバータ等からの矩形波出力を給電しないでください。
内部温度上昇により発煙・焼損のおそれがあります。必ず参照マニュ
アルに示す周波数の正弦波出力を入力してください。
外部配線の短絡に備えて、ブレーカなどの安全対策を施してくださ
い。
電源投入から運転モードに移行するまで10～20秒程度時間がかかり
ます。この間の出力はスレーブやユニットの仕様に従います。電源ユ
ニットの運転中出力を利用するなどして外部機器が誤動作しないよう
にフェールセーフ回路を組んでください。
コントローラ電源をONにした後に、制御部の電源をONにするよう
に、外部回路を構成してください。制御部の電源をONした後に、コ
ントローラの電源をONにすると、コントローラの電源ON時に、出
力ユニットの出力が一瞬誤動作し、制御部の出力が一時的に正常動作
しない可能性があります。
電源投入時にSDメモリカードのバックアップファイルのデータをコ
ントローラに転送するときは、転送するデータグループを適切に選択
してください。意図しないデータグループのデータをコントローラに
転送すると設備が予期しない動作をする可能性があります。
ユニットバージョンVer.1.05 以前のCPUユニットでは、電源投入か
ら運転モードに移行するまでの間は、コントローラの電源をOFFに
しないでください。電源OFFした場合、次回起動時に、「バッテリ
バックアップメモリチェックエラー」が発生する場合があります。
「バッテリバックアップメモリチェックエラー」発生時は、保持変数
は初期値になり、CJユニット用メモリのHR／DM／ EMはゼロク
リアとなります。運転を再開する場合は、必要により、保持変数や
CJユニット用メモリへ、正しいデータを再設定してください。
BUSY LEDが点滅しているときに、コントローラの電源をOFFにしな
いでください。BUSY LED点滅中は、CPUユニット内のユーザプロ
グラム、および設定値を内蔵不揮発性メモリにバックアップしていま
す。電源をOFFにすると、これらが正常にバックアップされません。
また、次回起動時に全停止フォールトレベルのコントローラ異常とな
り、運転は停止します。
SDメモリカードアクセス中（SD BUSY LEDが点滅）に電源をOFF
したり、SDメモリカードを抜いたりしないでください。データが壊
れる可能性があり、そのデータを用いた場合に正しく動作しません。
通電中のCPUユニットから SDメモリカードを取り出す場合は、
いったんSDメモリカード給電停止ボタンを押し、SD BUSY LED が
消えた後に、SDメモリカードを抜いてください。
ツールから各種データ、ユーザプログラムを転送中はケーブルを抜い
たり、コントローラの電源をOFF したりしないでください。
次のことを行うときは、コントローラの電源をOFFにしてください。
• I/O ユニットやCPUユニットを着脱するとき
• 装置を組み立てるとき
• ディップスイッチやロータリスイッチを設定するとき
• ケーブルを接続、配線するとき
• コネクタを取り付けたり、取り外したりするとき
電源切断後、電源ユニットは数秒間コントローラに対して給電を継続
する場合があり、この間 PWR LEDが点灯します。上記の操作は、
PWR LEDの消灯を確認してから行ってください。

操作時／バッテリ保持関連
次の操作は設備に影響がないかを確認したうえで行ってください。
• CPUユニットの動作モードの変更（電源投入時の動作モード設定を
含む）
• ユーザプログラム、設定の変更
• 設定値／現在値の変更
• 強制値リフレッシュ
ユーザプログラムおよび変数の初期値は、CPUユニット内部の不揮発
性メモリに保存されていますが、保持属性の変数の現在値、および
CJユニット用メモリのHR/DM/EMの値はバッテリによってデータ
を保持されています。
バッテリが装着されていない状態、またはバッテリが消耗している状
態になると、CPUユニットがバッテリバックアップメモリチェック
エラーを検出します。その場合は、保持属性を持つ変数は初期値にな
り、またCJユニット用メモリのHR/DM/EMはゼロクリアとなりま
す。
この場合でも、装置が安全に動作するように保持属性を持つ変数の初
期値の設定および初期値での動作に関しては十分に検証を行ってくだ
さい。

NJシリーズ CPUユニット
安全上のご注意

このたびは当社のNJシリーズ CPUユニットをお買い求めいただき
まして誠にありがとうございました。
安全にご使用いただくために、本紙とCPU ユニットマニュアルおよ
び当該ユニットの参照マニュアルを必ずお読みください。
参照マニュアルは、当社の最寄りの営業所に連絡し、最新のものを
ご使用ください。
また本紙と参照マニュアルは、大切に保管していただくとともに、
最終ユーザ様までお届けくださいますようお願いいたします。

商標
EtherCAT®は、ドイツBeckhoff Automation GmbHによりライ
センスされた特許取得済み技術であり登録商標です。
ODVA、CIP、CompoNet、DeviceNet、EtherNet/IP は ODVAの
商標です。

その他、本紙に掲載しているシステム名および製品名は、それぞれ
各社の商標または、登録商標です。

安全上の注意

 警告

正しい取り扱いをしなければ、この危険のた
めに、軽傷・中程度の傷害を負ったり万一の
場合には重傷や死亡に至ったりするおそれが
あります。また、同様に重大な物的損害をも
たらすおそれがあります。

 注意
正しい取り扱いをしなければ、この危険のた
めに、時に軽傷・中程度の傷害を負ったり、
あるいは物的損害を受けたりするおそれがあ
ります。

 警告
通電中は、端子部に触れないでください。感電のおそれがあ
ります。
本製品を分解しないでください。特に通電中や通電OFF直後
は、電源ユニット内部には昇圧による電圧の高い部分があり、
感電のおそれがあります。また、内部の鋭利な部品でけがを
する可能性があります。
CPUユニットおよびスレーブやユニットの故障や外部要因に
よる異常が発生した場合でも、システム全体が安全側に働く
ように、外部で安全対策を施してください。異常動作により、
重大な事故につながるおそれがあります。
非常停止回路、インタロック回路、リミット回路など、安全
保護に関する回路は、必ず外部の制御回路で構成してくださ
い。
出力リレーの溶着や焼損、出力トランジスタの破壊などに
よって、出力がONまたはOFFになったままになることが
あります。このとき、システムが安全側に動作するように、
外部で対策を施してください。
CPUユニットは、以下のときに、基本出力ユニットの全出力
をOFFにし、スレーブはスレーブ側の動作に従います。
• 電源部異常が発生したとき
• 電源接続不正が発生したとき
• CPU異常（WDT異常）またはCPUリセットが発生したと
き
• 全停止フォールトレベルのコントローラ異常が発生したと
き
• 電源投入から運転モードに移行するまでの起動中
これらのとき、システムが安全側に動作するよう、外部で対
策を施してください。

スレーブ機器などの外部電源が過負荷状態になる、または短
絡状態になると電圧が低下し、出力がOFFになったり、入力
が取り込めなくなったりする場合があります。このときシス
テムが安全側に動作するよう、必要によっては外部電源電圧
を監視し、制御に取り込むなど外部で対策を施してください。
変数メモリ、CJユニット用メモリなどの異常時は、意図し
ない出力をすることがあります。このとき、システムが安全
側に動作するよう、外部で対策を施してください。
データリンク通信やリモート I/O通信において、通信異常や
誤動作が発生しても、システム全体が安全側に動作するよう
通信システムやユーザプログラムで対策を施してください。
リモート I/Oにおいて通信障害が発生した場合や全停止
フォールトレベルの異常が発生した場合に、出力状態は使用
される製品の仕様によります。上記通信障害または全停止
フォールトレベルの異常発生時にどのような動作仕様である
かを確認の上、安全対策を施してください。スレーブやユ
ニットでは各々の設定を正しく行ってください。
NJシリーズは瞬時停電発生時でも一定の時間は正常動作を
続けるため、瞬時停電により影響を受けた外部機器から誤っ
た信号を受け付けてしまう可能性があります。外部にて
フェールセーフ対策を行い、かつ必要によっては外部機器側
の電源電圧自体を監視し、インタロック条件として取り込む
などの対策を行ってください。
信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使
用者側でフェールセーフ対策を施してください。異常動作に
より重大な事故につながるおそれがあります。
スレーブやユニットに入力する電圧や電流は定められた範囲
で入力してください。範囲外の電圧や電流を使用すると故障
や火災の原因となります。
Sysmac Studio からユーザプログラム、「構成／設定」の
データ、デバイス変数、CJユニット用メモリの値を転送す
るときは、転送先の安全を確認してから行ってください。
CPUユニットの動作モードにかかわらず、装置や機械が想定
外の動作をするおそれがあります。
作成したユーザプログラムおよび各種データ・設定値は、十
分な動作確認を行った後、本運転に移行してください。
本CPUユニットやオムロン製ロボットを含むロボットシス
テムを構築される場合は、必ずロボットが稼働する国や地域
の産業用ロボットの安全性に関する法令や規格に適合するよ
う、システムを設計し、運用してください。詳しくは『ロ
ボットセーフティガイド（SBCE-381)』を参照してくださ
い。
本CPUユニットの動作モードを運転モードからプログラム
モードに変更した場合、シーケンス制御プログラムは停止し
ますが、実行中のV+プログラムは継続します。必要に応じ
てV+プログラムからCPUユニットの動作モードを監視し、
V+プログラムを停止するようにしてください。V+プログラ
ム実行中にCPUユニットの動作モードをプログラムモード
に変更する場合は、安全を十分に確認してください。安全が
確認できない場合は、V+プログラムを停止してから動作
モードを変更してください。

 注意
通電中や電源を切った直後は、装置に触れないでください。
やけどのおそれがあります。
端子台のねじ、ケーブルのねじは、本マニュアルまたは参照
マニュアルで指定したトルクで締め付けてください。ねじが
緩むと発火および誤動作のおそれがあります。
入出力タイミングが乱れても影響のないことを確認してから
オンラインエディットをしてください。オンラインエディッ
トすると、タスク実行時間がタスク周期を上回り、外部との
入出力が更新されず、入力信号を読み取れなかったり、出力
タイミングが乱れたりする場合があります。
ケーブル冗長性機能を有効にする場合は、ネットワークが
ケーブル冗長状態であることを確認するためのプログラムを
必ず作成してください。作成しない場合、リングトポロジ上
での断線等によりケーブル冗長状態でなくなったことを判断
できません。ネットワークがケーブル冗長状態であることを
確認するには、システム定義変数 _EC_RingBreaking を使
用します。

Sysmac Studio のシミュレーション機能ではコントローラや
画像センサの動作をシミュレーションしますが、実際のコン
トローラや画像センサとは動作やタイミングに違いがありま
す。シミュレーション機能を使用してプログラムのデバッグ
を行うだけでなく、必ず実機で動作確認および調整を行って
から装置を運転してください。機器が思わぬ動作をすると、
事故が起きるおそれがあります。
本製品でロボット制御機能を使用する場合は、稼働中に SD
メモリカードを取り出さないでください。取り出すと異常が
発生し、ロボット制御機能が停止します。
SDメモリカード上のV+プログラムやロボット設定ファイ
ルは、ロボット制御機能モジュールの動作に必要です。ファ
イルの編集や削除を行っても動作に影響がない、という確信
がない場合は、ファイルの編集や削除を行わないでください。
SDメモリカード上のファイル操作は、制御に与える影響を
十分に確認した上で、行ってください。
ロボット制御権の獲得方法は、シーケンス制御プログラムと
V+プログラムでそれぞれ異なります。また、一方のプログ
ラムでロボット制御権を獲得している場合、ロボット制御権
を解放せずに、他方のプログラムでロボット制御権を獲得す
ることはできません。同一オムロン製ロボットをシーケンス
制御プログラムとV+プログラムのそれぞれを切り替えて制
御する場合は、ロボット制御権を獲得したプログラムでロ
ボット制御権の解放を確実に行った上で、制御プログラムを
切り替えてロボット制御権を獲得してください。

安全上の要点
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通信一般
リピータハブを使用して EtherNet/IP のタグデータリンク通信（サイ
クリック通信）を行うと、ネットワークの通信負荷が高まるため、コ
リジョン（衝突）が多数発生し、安定した通信ができなくなります。
タグデータリンクを利用するネットワークでは、必ずスイッチングハ
ブを使用してください。

EtherCAT 通信
EtherCATは通信距離および接続台数／接続方法を仕様の範囲内でご
使用ください。また、EtherNet/IP や一般的な構内 LANなど他の
ネットワークに接続しないでください。過負荷によるネットワークの
ダウンや誤動作の可能性があります。
汎用 Ethernet ハブ、リピータハブは使用しないでください。使用した
場合、全停止フォールトレベルなどの異常が発生するおそれがありま
す。

モーション制御
Sysmac Studio の [ 軸基本設定 ]画面の「詳細設定」を変更した場合
は、本運転の前に、装置や機械が意図どおりに動作するかを確認して
ください。モーション制御機能モジュールの機能と、軸に割り当てた
EtherCATスレーブのプロセスデータとの関係が正しくないと、装置
や機械が想定外の動作をするおそれがあります。
ロボット制御機能モジュールの扱う座標系と、NJ-Robotics 機能が扱
う座標系は仕様が異なります。それぞれの機能を同時に使用する場合
は、RC_ConvertCoordSystem命令を使って、座標系を合わせた上
で、ロボットの制御を行ってください。

バッテリ交換時／ユニット交換時／廃棄時
バッテリは液漏れ、破裂、発熱、発火などのおそれがあります。＋、
－の短絡、充電、分解、加熱、火への投入、強い衝撃を与えることな
どは絶対に行わないでください。
床に落下させるなどして強い衝撃をあたえてしまったバッテリは、液
漏れするおそれがありますので、絶対に使用しないでください。
バッテリの交換は熟練した技術者によって行われることが、UL 規格
で定められています。交換作業は熟練した技術者がご担当ください。
バッテリの交換前には 5分以上通電し、電源OFF 後 5分以内（周囲温
度 25℃時）に新しいバッテリと交換してください。5分以上バッテ
リがない状態が続くと、保持されていたデータが消滅することがあり
ます。
CPUユニットを交換するときは、運転再開に必要なユーザプログラ
ム、「構成／設定」の設定データ、変数、CJユニット用メモリの値
を、交換したCPUユニット、および外部に接続される機器に転送し
てから、運転を開始してください。タグデータリンクの設定、ルーチ
ングテーブル、その他CPU高機能ユニットのシステム設定もCPU
ユニットに保存されているため転送を行ってください。
ハードウェアリビジョンが異なると性能が異なる場合があります。異
なるハードウェアリビジョンのCPUユニットにユーザプログラムお
よび各種データ・設定値を転送する際には、十分な動作確認を行った
後、本運転に移行してください。
本体および不要になったバッテリの廃棄については、地方自
治体により規制を受ける場合があります。それぞれの自治体
規制に従って廃棄してください。 
リチウム一次電池(過塩素酸含有量が6ppb以上)を組み込んだ製品が
米国・カリフォルニア州へ輸出・経由される場合、つぎの表示が義務
化されています。
Perchlorate Material - special handling may apply.
See www.dtsc.ca.gov/hazardouswaste/perchlorate.

CPU ユニットにはリチウム一次電池 (過塩素酸含有量が 6ppb 以上 )
を搭載しています。CPUユニットが組み込まれた製品 (最終完成品 )
を米国・カリフォルニア州へ輸出する場合は、個装箱、輸送箱などに
上記表示を行ってください。

装着時／配線時
次のような環境に設置や保管をしないでください。運転停止、誤動作
する可能性があります。
• 日光が直接当たる場所
• 周囲温度や相対湿度が仕様値の範囲を超える場所
• 温度変化が急激で結露するような場所
• 腐食性ガス、可燃性ガスのある場所
• ちり、ほこり、塩分、鉄粉が多い場所
• 水、油、薬品などの飛沫（ひまつ）がかかる場所
• 本体に直接振動や衝撃が伝わる場所

次のような場所で使用する際は、遮へい対策を十分に行ってくださ
い。
• 強い高周波ノイズを発生する機器の近く
• 静電気などによるノイズが発生する場所
• 強い電界や磁界が生じる場所
• 放射線を被曝するおそれのある場所
• 電源線や動力線が近くを通る場所
接地された金属に触るなどして人体の静電気を放電させてから、ユ
ニットに触れてください。
発熱体の近傍への設置を避け、通風の確保などをして、正しく設置し
てください。誤動作、運転停止、焼損の可能性があります。
ユニット内に配線クズや切粉などが入らないようにしてください。焼
損、故障、誤動作の原因となります。特に施工時は覆いを付けるなど
の対策を行ってください。
ユニット開口部から異物を入れないでください。焼損、感電、故障の
可能性があります。
EtherCAT、EtherNet/IP の接続方法や使用するケーブルは参照マ
ニュアルの記載のとおりにしてください。通信不良になるおそれがあ
ります。
電源ユニットは定格電源電圧で使用してください。特に電源事情が悪
い場所では、定格の電圧（や周波数）の電源が供給できるようにして
ご使用ください。
電源の配線は、電線の電流容量に注意して行ってください。発熱の可
能性があります。端子から端子へ渡り線で配線すると、それぞれの電
線には加算された電流が流れます。渡り線で配線するときは、すべて
の電線の電流容量に注意してください。
電源を切った直後は電源ユニットの端子に触れないでください。残留
電圧により感電するおそれがあります。 

プログラム設計時
シーケンス制御プログラムとV+プログラムを連携させたユーザプロ
グラムを作成する場合は、共有変数によるプログラム間のインター
ロック設計をしてください。

EtherCAT通信
運転中に EtherCAT スレーブケーブルを抜く場合は、EtherCAT ス
レーブを離脱する、もしくは、後続する EtherCATスレーブも含めて
無効とした後で抜いてください。

本運転時
DB接続サービスでスプール機能を使用するときは、EMバンクを使用
します。DB接続サービスが使用する EMバンクを、DB接続サービ
ス以外の処理で使用すると、EMバンク内のスプールデータを書き換
えます。DB接続サービスが使用する EMバンクを、DB接続サービ
ス以外の処理で使用しないでください。
形式ごとのDB接続サービスが使用する EMバンクについては参照マ
ニュアルを参照してください。

バッテリ関連
長期間放置されたCPUユニットはバッテリを交換してから、電源を投
入してください。バッテリ交換後、一度も電源投入しない状態で、再
び放置しておくと、バッテリ寿命が短くなることがあります。

本製品にはサードパーティ製のソフトウェアが組み込まれています。
このソフトウェアに関連するライセンスと著作権については、http://
www.fa.omron.co.jp/nj_info_j/ をご覧ください。

そのほかの関連マニュアルについては、ハードウェア編またはソフト
ウェア編をご参照ください。

当社商品は、一般工業製品向けの汎用品として設計製造されています。
従いまして、次に掲げる用途での使用を意図しておらず、お客様が当社
商品をこれらの用途に使用される際には、当社は当社商品に対して一切
保証をいたしません。ただし、次に掲げる用途であっても当社の意図し
た特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。
(a) 高い安全性が必要とされる用途（例：原子力制御設備、燃焼設備、
航空・宇宙設備、鉄道設備、昇降設備、娯楽設備、医用機器、安全
装置、その他生命・身体に危険が及びうる用途）

(b) 高い信頼性が必要な用途（例：ガス・水道・電気等の供給システム、
24時間連続運転システム、決済システムほか権利・財産を取扱う用
途など）

(c) 厳しい条件または環境での用途（例：屋外に設置する設備、化学的
汚染を被る設備、電磁的妨害を被る設備、振動・衝撃を受ける設備
など）

(d) カタログ等に記載のない条件や環境での用途

（注）(a) から (d) に記載されている他、本カタログ等記載の商品は自動
車（二輪車含む。以下同じ）向けではありません。自動車に搭載
する用途には利用しないで下さい。自動車搭載用商品については
当社営業担当者にご相談ください。

（注）上記は適合用途の条件の一部です。当社のベスト､総合カタログ､
データシート等最新版のカタログ、マニュアルに記載の保証･免責
事項の内容をよく読んでご使用ください。

ご承諾事項

使用上の注意

ソフトウェアのライセンスと著作権

参照マニュアル

形式／マニュアル名称 Man. No.
形 NJ501-
形 NJ301-
形 NJ101-
形 NJ-PA3001/-
PD3001
入出力ユニットなど

NJシリーズ CPUユニット 
ユーザーズマニュアル ハード
ウェア編

SBCA-466

形 NX701-
形 NX102-
形 NX1P2-
形 NJ501-
形 NJ301-
形 NJ101-

NJ/NXシリーズCPUユニット
ユーザーズマニュアル ソフト
ウェア編

SBCA-467

NJ/NXシリーズCPUユニット 
ユーザーズマニュアル モーショ
ン制御編

SBCE-433

NJ/NXシリーズCPUユニット 
内蔵 EtherCAT® ポート ユー
ザーズマニュアル

SBCD-376

NJ/NXシリーズCPUユニット 
内蔵 EtherNet/IP ™ポート ユー
ザーズマニュアル

SBCD-377

NJ/NXシリーズ トラブル
シューティング マニュアル SBCA-469

形 NX701- 20
形 NX102- 20
形 NJ501- 20
形 NJ101- 20

NJ/NXシリーズ データベース
接続 CPUユニット ユーザーズ
マニュアル

SBCA-411

形 NJ501-1340
NJ シリーズ SECS/GEM搭載 
CPUユニット ユーザーズマ
ニュアル

SBCA-412

形 NJ501-R NJシリーズ ロボット統合CPU
ユニット ユーザーズマニュアル SBCE-436

形 SYSMAC-
SE2
形 SYSMAC-
SE200D-64

Sysmac Studio ロボット統合
システム構築機能 オペレーショ
ンマニュアル ロボット統合
CPUユニット編

SBCA-464

形 SYSMAC-
SE2
形 SYSMAC-
SE200D-64

Sysmac Studio ロボット統合
システム構築機能 オペレーショ
ンマニュアル IPC Application 
Controller 編

SBCA-483

形 SYSMAC-
SE2
形 SYSMAC-
SA4 -64

Sysmac Studio 3D シミュレー
ション機能 オペレーションマ
ニュアル

SBCA-482

形 NJ501-4
形 NJ501-R

NJシリーズ NJ Robotics CPU
ユニット ユーザーズマニュアル SBCA-421

形 SYSMAC-
SE2

Sysmac Studio Version 1 オペ
レーションマニュアル SBCA-470

形 NJ501-5300
形 NY532-5400

NJ/NYシリーズ NC統合コン
トローラ ユーザーズマニュアル SBCE-428

形 SYSMAC-
RTNC

CNC Operator オペレーション
マニュアル SBCE-430




